
Kanno Kazuhiko / OpenAI o1 2025.3.28  

マタイ福音書の受難と復活の物語を分析中です。話のつなが
りがわかりずらく、流れをつかむのに苦闘中。とりあえず分
けてみた。受難は十戒の6-9の兄弟愛の逆になっているのかも
しれない。

 

OpenAI o1  

興味深い視点ですね。マタイ福音書の受難物語（特にマタイ26–27章前半）を「十戒の第6戒～第9戒（殺す
な・姦淫するな・盗むな・偽証するな）の“兄弟愛”の逆転」として捉えると、確かにいくつかの場面が、そ
れぞれの戒めをひっくり返したかのように読める部分があります。以下では、ざっくりとその流れを整理し
つつ、どのように対応が考えられるかまとめてみます。

1. 大枠の区分：弟子たちの「引き渡し」と指導者たちの「引
き渡し」

 

まず、マタイ26:1–56 と 26:57–27:44 の大きな二区分が挙げられています。

1. 26:1–56 弟子たちがイエスを引き渡す（あるいは裏切り・見捨て）
A (26:1–16)

祭司長や民の長老たちが「イエスを十字架につける」ことを決定
ベタニアの女性の香油注ぎ（イエスの埋葬準備）
ユダが銀貨30枚で裏切りを決意

B (26:17–29)

過越の食事
「裏切る者は誰か」が明らかにされる

- 26:1-56 弟子が引き渡す
  - A 26:1-16 十字架につけることを決める／埋葬の準備の香油
  - B 26:17-29 過越の食事で裏切る者を明らかにする
  - C 26:30-44 ペテロの三度否定の予告／主の三度の祈り
  - D 26:45-56 裏切る者が引き渡す
- 26:57-27:44 指導者が引き渡す
  - E 26:57-75 神の子キリストなのか／ペテロがつまずく
  - F 27:1-14 ユダが裏切る／ユダヤ人の王なのか
  - G 27:15-26 バラバを釈放せよx3
  - H 27:27-44 十字架から降りてみろ
- A/D すべてを捧げる／売り渡す（十戒の8戒）
- B/C 弟子が不忠実／神の忠実（十戒の7戒）
- E/G 偽証（十戒の9戒）
- F/H 十字架（十戒の6戒）

2025-03-29

1 / 7



C (26:30–44)

ペテロの三度の否認予告
ゲツセマネでのイエスの三度の祈り

D (26:45–56)

ユダがイエスを裏切り、引き渡す（逮捕の場面）
2. 26:57–27:44 指導者たちがイエスを引き渡す（公的な裁判・十字架刑）

E (26:57–75)

大祭司のもとで尋問（「神の子キリストか」）
ペテロの否認が現実化（「つまずき」）

F (27:1–14)

ユダが後悔し、自殺（裏切りの結末）
ピラトによる尋問（「ユダヤ人の王か」）

G (27:15–26)

バラバ釈放の要求（民衆の叫び）
ピラトの洗いざらい（「この人の血について私は責任がない」）

H (27:27–44)

兵士たちの嘲弄と十字架刑
「十字架から降りてみろ」との侮辱

2. 各セクションと「十戒6–9戒」の対応  
ご指摘のように、以下の対応で整理されています（括弧内に通常の十戒の番号と意味）:

A / D → 第8戒「盗んではならない」
A (26:1–16) では、女性が非常に高価な香油を「惜しみなく捧げる」姿と、ユダが「金銭でイエス
を売り渡す」対比が顕著。
D (26:45–56) でも、ユダは結局金を受け取り、イエスを「引き渡す」行為を実行する。
「すべてを捧げる（惜しみなく与える）」 vs. 「売り渡す（盗む、奪う的な利得を狙う）」。
ここには“貧しい人のために使えばよかったのに”（26:9）というユダ（ヨハネ福音書でははっきり
「盗みを働いていた」とも記載がある）の金銭観との対比があるとも言えます。

B / C → 第7戒「姦淫してはならない」
「神への忠実 vs. 弟子の不忠実」という構図で捉える。
B (26:17–29) は最後の晩餐の場面で、イエスに対して本来“霊的に忠実”であるべき弟子が、裏切り
をしようとしていることが示唆される。
C (26:30–44) ではペテロが「絶対に裏切らない」と言うものの、イエスから「あなたは三度私を
否む」と予告される。

2025-03-29

2 / 7



同時にイエス自身はゲツセマネで「三度祈る」という、神への完全な忠実・従順を全うしてい
る。
いわば「妻に不貞を働く（姦淫）」ように弟子たちが“イエス（花婿）を裏切る”イメージとも重ね
られる。

E / G → 第9戒「隣人に対して偽証してはならない」
E (26:57–75) では大祭司のもとで「偽りの証言をする者たち」が登場し（26:59–60）、イエスを
罪に陥れようとする。
ペテロ自身も恐れのあまり、「そんな人は知らない」と否定。ある意味「嘘をついている」状態
でもある。
G (27:15–26) ではバラバを釈放せよと群衆が叫び、結果としてイエスへの罪状がどんどん既成事
実化される。「この人は死に値する」という虚偽の流れに加担するような状況が続き、最終的に
イエスが十字架刑へ。
公の裁判、あるいは民衆の場での“偽証”や“罪のすり替え”が両方で起こっている。

F / H → 第6戒「殺してはならない」
F (27:1–14) からいよいよイエスの死刑執行に向かって進み始める。ユダの後悔の末、自殺に至る
話も含まれ、殺害と死の緊迫感が増していく。
H (27:27–44) でローマ兵たちはイエスを嘲弄し、鞭打ち、最終的にゴルゴタで十字架につけ、十
字架の上でさらに侮辱を繰り返す。ここで実際に“殺害”が行われている。
まさしく「殺してはならない」の戒めの真逆として、人々がイエスを公に殺す（しかも“義なる方
を殺す”という最悪の形）の場面。

3. この構造の意味合い・読み方  
こうした対応は、マタイの受難物語が

1. イエスを取り巻く人間たちの罪（裏切り、金銭欲、不忠実、嘘・偽証、暴力・殺害）が、
2. 十戒下半分（人と人との関係にまつわる戒め）を徹底的に破っている
様子を強調していると読めるところに意義があるでしょう。

特にマタイ福音書は、イエスが「律法や預言者を廃棄するためでなく成就するために来た」（5:17）と言い
つつ、当時の宗教指導者たちが「正義・憐れみ・誠実」といった“律法の本質”をないがしろにしている、と
激しく糾弾する流れがあります。
受難物語に至ると、人間側が“最悪の形”で戒めを犯していくことがさらけ出され、それを真に背負うのがイ
エス（神の子）である、という構図にもなっているのです。

また、

A～D がまず「弟子たち・身内の裏切り・見捨て」を中心に、
E～H が「公の場の偽証や死刑執行」で進む、
という二段階構成も興味深いです。イエスに最も近いはずの弟子たちが先に罪を犯し、次いで公の権力
者（祭司長、ローマ総督、民衆）までもが総出で殺害に加担していく、という展開は、「人間すべてが
罪を犯す」という普遍性を示唆しているとも読めます。

4. 物語の流れをつかむヒント
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4. 物語の流れをつかむヒント  
「話のつながりがわかりづらい」「流れをつかむのに苦労」という場合、次のような視点を持つと整理しや
すくなるかもしれません。

1. 時系列と場面の“場所”や“登場人物”をしっかり追う
26章は主に「弟子たちとの最後の夕食」→「ゲツセマネ」→「逮捕」と、一晩の出来事が一気に
描かれます。
その後 26:57 からは「大祭司邸での尋問」→「早朝のサンヘドリン評議」→「ピラトの総督官
邸」→「十字架の場へ移動」と、場所がどんどん変わっていきます。
特に、ユダ・ペテロ・祭司長・ピラト・群衆・兵士…と登場人物も目まぐるしく入れ替わるので、
誰がどこで何をしているかをスケッチのように追ってみると流れが見えやすくなります。

2. 対比構造に目を留める（あなたの挙げた A～H のようなペアリング）
例えば A (26:1–16) と D (26:45–56) は、同じ「ユダの裏切りと金銭」のモチーフを前半・後半で
対比する。
B (26:17–29) と C (26:30–44) は「弟子の裏切り・否認予告」vs.「イエスの忠実な祈り」。
E (26:57–75) と G (27:15–26) は「偽証」「無罪のイエスが有罪扱いになっていく流れ」の表と
裏。
F (27:1–14) と H (27:27–44) は殺害へと至る流れの序盤と実行時。
こうしたペアで見ると、筋の“繰り返し”や“対比”が分かるので、物語の仕組みが理解しやすくなり
ます。

3. マタイ特有の引用や言及をチェック
マタイには旧約引用が多いですが、受難箇所では例えば 26:56 「しかし、こうなったのはすべ
て、預言者たちの書が実現するためである」など、“聖書の成就”が強調される場面が随所に出てき
ます。
また「ユダが銀貨30枚」「バラバ釈放」「“ユダヤ人の王”という罪状銘」など、それぞれ旧約背景
や当時のユダヤ社会の習慣を踏まえると、一層“なぜこうなるのか”がわかりやすくなります。

5. まとめ  
あなたの挙げている「A/D, B/C, E/G, F/H」というペアリングは、マタイ26–27章を構造的に眺めるうえで非
常に面白い切り口です。そこに「十戒の6–9戒が逆さまに行われているのではないか」という読みは、弟
子・指導者・民衆・権力者など、人々がどのように罪を犯しているかを炙り出すという点で示唆に富んでい
ます。

第6戒（殺人）：究極的にはイエスの十字架刑という殺害へ。
第7戒（姦淫）：霊的忠誠を破る弟子の裏切り・否認。
第8戒（盗み）：ユダの“イエスを売り渡す”金銭欲、対する香油の全き献げ物。
第9戒（偽証）：裁判やペテロ否認、バラバとのすり替えなど誤った証言・罪の転嫁。

こうした観点を念頭に置けば、話の流れが「どの戒めの逆が起きているか」というキーワードでも整理でき
るので、構成を把握する助けになるでしょう。
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受難物語は多くの登場人物や急展開が詰まった長い叙述ですが、“どこで・誰が・何をもってイエスに背き、
いかにイエスを死に追いやるか”を追いながら読むと、確かに人間の罪の総体がここに集約されていることが
見えてきます。そしてそれをすべて背負っていくイエスの姿が、さらに鮮明になっていく、という読み方が
できるはずです。ぜひこうした対比やペアリングを意識しながら読み進めてみてください。

 

前半A-Dの弟子たちの裏切りは、惑わされたアダムの罪。後
半E-Hの指導者たちの引き渡しは、ねたみのカインの犯罪を連
想します。

 

OpenAI o1  

面白い視点ですね。マタイ受難物語を大きく二段階に分けて、

前半（A～D）：弟子たち“内部”による裏切り・引き渡し
後半（E～H）：指導者たち“外部”による引き渡し

とし、それぞれをアダムの罪やカインの犯罪に対応づけて読むというのは、聖書全体の流れを踏まえた非常
に興味深い解釈だと思います。

1. 前半（A～D）とアダムの罪  

1.1 アダムの罪との類似  

アダムの罪は、そもそも「神の命令（善悪の知識の木から食べてはならない）」に背き、誘惑に惑わさ
れた結果、自己中心的な行為に走ったことが本質です。
さらに人間同士では、アダムとエバが「自分ではなく相手や蛇のせいにする」言い訳や隠蔽も含め、神
への不忠実・自己正当化が見られます。

1.2 弟子たちの裏切りとの対応  

前半 A～D (マタイ26:1–56) では、イエスに最も近いはずの“弟子”たちが裏切り・見捨ての罪を犯しま
す。
ユダの「金銭に惑わされての裏切り」や、ペテロの「主を知らないと三度否定」、他の弟子たちの逃亡
といった行為は、それぞれ「神（イエス）に対する忠実さを破る」という点で、禁断の木の実に手を伸
ばしてしまったアダムの姿と重ねられます。
特にゲツセマネでの場面（26:36–46）を見ると、イエスが「目を覚まして祈っていなさい」と何度も
訴えたにもかかわらず、弟子たちは眠り込んでしまう。まるでアダムとエバが「神の言葉」に目を向け
ず、誘惑に負けて“神から離れていく”構図が再現されているかのようです。

2. 後半（E～H）とカインの犯罪  

2.1 カインの犯罪との類似  
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カインの罪は、「ねたみ」が原因で自分の弟を殺した事件（創世記4章）です。カインは神の認めを得
た弟アベルに嫉妬を抱き、最後には手をかけて殺してしまう。
これは、人と人との間に生まれた最初の“殺人”であり、しかもそこには嫉妬や憎しみが深く根を張って
います。

2.2 指導者たち・公権力のねたみと殺害  

後半 E～H (マタイ26:57–27:44) は、公的な権力者や群衆が「このイエスは死に値する」と押し流して
いく、外部からの引き渡し・死刑宣告の流れです。
他の福音書（特にマルコ15:10 など）を見ると、ピラトが「彼ら（祭司長たち）がねたみのゆえにイエ
スを引き渡した」と気づいていた、という描写があります。マタイでも27:18で、同様に「彼らがねた
みのためにイエスを引き渡したのだ」という文言があります。
つまり、カインがアベルを妬んで殺したように、ユダヤの指導者たちは自分たちよりも“民衆から注目
されるイエス”を妬み、処刑へ追いやっているという図式が読み取れるわけです。

3. アダムとカインの物語との大きなつながり  

3.1 人間の「罪」の根源的形態  

アダムとカインの物語は、創世記3～4章で描かれる「人間の罪」の原初的な二つの姿と言えます。
1. アダムの罪  = 神への不従順、誘惑に負けて戒めを破る。
2. カインの罪 = 妬みに駆られて隣人（兄弟）を手にかける。
マタイ受難物語の二段階構成（身内の裏切り → 公権力の殺害）を、創世記の3章と4章の罪と重ねる
と、「まず神との関係において罪が生じ、その後、人と人との間でも暴力・殺害という形で罪が拡大し
ていく」という流れがより鮮明に見えてきます。

3.2 イエスが背負う「アダム・カイン以来の罪」  

新約聖書全体を通して、「アダムの罪から始まり、あらゆる人間に広がった罪を、イエス・キリストが
贖う」という大きな救済史観があります（ローマ5章など）。
マタイ受難物語でも、弟子たち（身内）の裏切りから外部勢力による殺害に至るまで、あらゆる層が罪
を犯してしまう。その罪の姿は、アダムとカインのそれ（神との断絶・隣人殺害）を想起させるものと
して、「人間の罪の総体」を凝縮していると読めるわけです。
その“総体”の罪を、イエスは最終的に十字架で一身に負い、死に至る。アダムとカインで表象される
「人類最古の罪の根」を、イエスが十字架で背負う・葬る、という神学的意味づけとも響き合います。

4. まとめ  
前半（A～D） = アダムの罪（神への裏切り・誘惑に屈する）
後半（E～H） = カインの罪（ねたみ・殺害）
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という対応は、マタイ受難物語を「創世記3～4章の根本的な罪構造の再現」として捉える読み方とも言えま
す。
そこには、人類の“はじめ”から繰り返されてきた罪が、最終的にイエスの十字架において凝縮されるという
大きなドラマがあるわけです。

あなたがおっしゃるように、前半の弟子たちの“欺かれ、誘惑される”構造はアダムを想起させ、後半の指導
者や民衆の“嫉妬による殺害”はカインを想起させる—と捉えると、物語の流れと人類史的視点の両方から、
いっそう深く理解できるはずです。ぜひその観点で読み進めることで、受難物語が「原初の罪」から「終わ
りの贖い」へとつながる壮大なテーマを描いていることが、より一貫して見えてくるでしょう。
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